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学校法人御幣島学園   

認定こども園  御幣島幼稚園  

１．本年の教育目標  

・お話はしっかり聞こう 

・元気にあいさつをしよう 

・名前を呼ばれたら、大きな声で返事をしよう  

 

 

２．本年度重点的に取り組む目標・計画  

 

 

３．本年度重点をおいた評価項目の達成及び取組状況  

評価項目  取組状況  

園の教育目標は、子どもの 

実態に即したものとなっている  

話を聞くときは、話をしている人を見るなど基本的な習慣が身につ

くように、年齢を超え継続して取り組んでいく。  

なかなか自分からあいさつすることができないので、園全体で取り

組んでいる。 

子ども達は、生活習慣の基礎  

基本が身に付いている  

着替えや排泄、給食のマナーなどの基本的な習慣を身につけるた

めに、一人ひとりの状況をよく観て丁寧に関わる。 

子ども達は、人を思いやる気

持ちが身についている  

トラブルが発生した時には、落ち着いて話をする機会を持ち、相手

の気持ちに気付くように保育者が仲立ちをしている。  

異年齢児と関わることで、思いやりの気持ちを育む。  

 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果  

 

 

 

 

保育者が提供するばかりでなく、子ども達の自発的な行動や発想に着目して、一人ひとりをよく観

察し、日々の保育を進めていく。また、保育者同士も、お互いを尊重し連携できるような体制を築くよ

うにする。小学校とも引き続き連携していく。  

日々の保育の目標は、その都度意識して取り組む姿勢が見られた。子ども達も少しずつ自分の考

えや思っていることを伝えることができるようになり、認めてもらうことで自信につながる姿も見られ

た。個々の発達や経験値に応じた関わりの難しさを感じているが、引き続き子どもに寄り添い、共に

考え成長できるように取り組んでいく。  



５．今後取り組むべき課題  

課題  具体的な取組方法  

子どもが自分で何でもしようと

する力を身につける 

・子どもが色々なことに興味や関心を持つような環境づくりを心掛

ける。 

・子どもとともに考え、柔軟に対応できるようにする。 

子ども達は、人を思いやる 

気持ちが身に付いている  

・気持ちを伝えることが難しい場合は、保育者が仲立ちし、自分

の気持ちを表現できるように関わる。 

・友だちの長所を認め、お互いを尊重できるような関係を築けるよ

うに見守る。 

幼稚園の取組みを保護者や

地域に分かりやすく伝える 

・ホームページの内容を検討し、情報を発信する。  

・インスタグラムを活用し、日常の保育の様子もわかるようにす

る。 

・園庭開放やにこにこランドに加え、幼稚園を体験することも検討

していく。 

 

 

６．学校関係者の評価  

 

 

７．財務状況  

 

園の教育目標は、子どもや地域の実態に即したものとなっており、基本的な生活習慣も身に付いて

いると評価されている。人に対して思いやりの心をもつ、自分の気持ちを表現するという点も多数の

方に評価されている。 

幼小の連携や地域との交流という項目においては、評価が分かれたので、引き続き今後の課題とし

て取り組んでいく。幼稚園の取組みを保護者や地域にわかりやすく伝えているという項目についても  

評価が分かれた。より良く理解していただけるように改善していきたい。  

公認会計士監査により、適正な運営がされていると認められている。  


